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MUレーダー ラジオゾンデ アイオノゾンデ UNIXtヮ-クステーション 地上気象観測器(気
温 ･湿度 ･風速 ･降雨) 2周波レーダー 下部対流圏レー ダー(*) レイリー ･ラマンライダー(*)
VHF電離圏レー ダー(*) ミリ波 ドップラーレー ダー(*)
(*:利用に当たっては､担当者との事前協議が必要)
1.2その他の観測装置
























4.1 ｢レー ダー ･光学観測を中心とする電離圏E領域 ･F領域間相互作用観測計画｣代表 :山本衛 (所内)






























関連課題 ｢LL座流星群の観測｣｢ジャコビニ流星群の観測｣代表 :渡部潤一 (国立天文台)





｢バイスタティック流星レー ダーによる大気観測の基礎研究｣代表 :阿保真 (都立大)
｢MUレー ダーによる改良型流星観測の開発｣代表 I.堤雅基 (極地研)
｢高感度狭帯域流星レー ダー開発のための基礎実験｣代表 :中村卓司 (所内)
流星は宇宙空間から地球に降り注ぐ微小な流星塵が大気によって加熱 ･発光する現象であり､光学観測
だけではなくレー ダー観測も可能である｡MU レー ダーは流星飛跡からのエコーを観測する流星レー ダーと
して世界屈指の感度を備えているため､表記のように多くの流星群の観測課題が多く提案 ･実施されてい
る｡ これらは流星群の起源となる天文分野の空屋の研究に繋がっている｡また流星観測から高度80-100km
の大気風速が観測されるため､同高度域を観測するナ トリウムライダーとの協同観測や､流星レー ダーそ
のものの改良を目的とする開発研究が多く実施されている｡
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